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雪崩講習会実行委員会 

 



１．活動の目的 

 

新潟県においては毎年雪が降り、山間地では雪崩が発生します。これまで多くの雪崩対策施設

が施工されてきました。しかし、雪崩は気象、地形、植生の要因に左右されることもあり、豪雪

時には多くの箇所が危険にさらされている現状にあります。これら道路・公共施設・集落等の保

全対象の安全確保のためには、今後も施設整備に莫大な時間と労力、費用が必要となるなど多く

の課題が残されています。 

また、雪崩は多くの自然災害と同様に、災害発生の危険性が高まる気象条件や地形・斜面に大

きく影響され危険度の判断は技術的な知見が必要とされます。中山間地に住んでいる住民、道路

利用者に対しての警戒・避難体制への対応は強く求められております。 

 

雪崩災害から保全対象を守るためには、行政機関では雪崩パトロールの実施や警戒体制をと

る必要があり、恒久的な対策施設を検討するうえでも雪崩に関する的確な判断と技術力が必要

とされております。また、関係する企業においては冬期間の除雪、工事の施工管理、雪崩対策の

調査・設計業務等においても雪崩に対する高度な知識や技術力が要求されます。 

 

このため、行政機関・関係企業の防災担当者を対象とした「雪崩講習会」を開催し、より幅広

く雪崩の知識・技術を習得することにより、雪崩災害に対する有効かつ効果的な対応・対策方法

を実現すること目指すものです。 

 

２．雪崩講習会実行委員会の構成 

 
【実行委員長】 特定非営利活動法人なだれ防災技術フォーラム 

理事長  下村忠一 
 
【副委員長】 新潟県土木部道路管理課  水上 淳 
 
【委  員】 新潟県土木部砂防課 

新潟県農林水産部治山課 
           (一社)斜面防災対策技術協会新潟支部 

越後雪対策研究会 
 

 

 

 

 

 

 



３．雪崩講演会の実績【魚沼市】 

 

（１）実施日時  令和２年 10 月 29（木） 

 

（２）場  所  魚沼市小出郷文化会館 

 

（３）主  催  魚沼地域振興局地域整備部 雪崩講習会実行委員会 

 

（４）プログラム  

13：30～13：40 開会あいさつ 

13：40～14：20「雪国における雪崩防災の歴史と文化」 

講師 新潟大学名誉教授 和泉 薫氏 

14：20～15：00「新潟県の雪崩とその対策」 

講師 NPO なだれ防災技術フォーラム 新開龍三郎氏 

15：10～16：00「雪崩対策としての維持管理」 

講師 町田建設㈱ 町田 敬氏 

16：00～   閉会 

 

（６）参 加 者 数 ７２名 
所 属 参加（人） 備 考 

新潟県（土木）  １５  

新潟県（治山）    

市町村  ２  

企業（建設・製造・販売） ４２  

企業（測量・調査・コンサルタント） １０  

その他  ３  

講師・事務局  （6）  

合 計 ７２  

 
（７）継続学習制度認定プログラム受講証明の発行 
 

CPDS：（一社）全国土木施工管理技士連合会（3 ユニット） ３１名 
                               （発行数） 

所 属 CPDS 備 考 
企業（建設・製造・販売） 31  

 
 
 



（８）講習会の様子 
【会場の全景】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【講 習】 
「雪国における雪崩防災の歴史と文化」 

新潟大学名誉教授：和泉 薫 氏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【講 習】 
「新潟県の雪崩とその対策」 

NPO なだれ防災技術フォーラム 

 :新開龍三郎氏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【講 習】 
「雪崩対策としての維持管理」講師:町田建設㈱ 町田 敬氏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（９）アンケート結果 
① アンケートの回収 

     講習会参加者 72 名のうち、51 名から回収。71％の回収率となった。 
 

② 講習会は興味のあるものであったか。（回収アンケートに対する割合。） 
  ○非常に興味深い【24 名➡４７％）】 

○やや興味深い 【22 名➡４３％）】 
     ○合計     【46 名➡９０％）】     ３名→あまり興味がない（建設）    

 
③ 今後の業務の参考となりますか。 

○大いに参考となる【19 名➡３７％）】 
○参考となる   【30 名➡５９％）】 

     ○合計      【49 名➡９６％）】        

 
④ 講習の理解度 

〇講習内容により様々であるが、所属機関、会社、業務内容により理解度は変わってくる。 
 
⑤講習時間 

      ○ちょうどよい【４０名➡７８％）】 

        
⑥内容に対する主な意見 

施工業者としてはもう少し詳しく雪崩の種類と対策、原因等、具体的な工法など、実務に関 

する講習内容を多くしてもらいたい。（建設） 

 



 



４．雪崩講演会の実績【阿賀町】 

 

（１）実施日時  令和２年 11 月 12（木） 

 

（２）場  所  阿賀町文化福祉会館 

 

（３）主  催  津川地区振興事務所 雪崩講習会実行委員会 

 

（４）プログラム  

13：30～13：40 開会あいさつ 

13：40～14：20「雪国における雪崩防災の歴史と文化」 

講師 新潟大学名誉教授 和泉 薫氏 

14：20～15：00「新潟県の雪崩とその対策」 

講師 NPO なだれ防災技術フォーラム 新開龍三郎氏 

15：10～16：00「雪崩対策としての維持管理」 

講師 町田建設㈱ 町田 敬氏 

16：00～   閉会 

 

（６）参 加 者 数 ６８名 
所 属 参加（人） 備 考 

新潟県（土木）  ８  

新潟県（治山）  ０  

市町村  ４  

企業（建設・製造・販売） ３７  

企業（測量・調査・コンサルタント） １９  

その他    

講師・事務局  （6）  

合 計 ６８  

 
（７）継続学習制度認定プログラム受講証明の発行 
 

CPDS：（一社）全国土木施工管理技士連合会（3 ユニット） ２６名 
                               （発行数） 

所 属 CPDS 備 考 
企業（建設・製造・販売） ２１  
企業（測量・調査・コンサルタント）  ５  

 
 



（８）講習会の様子 
【会場の全景】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【開会挨拶】 
津川地区振興事務所 
次長：荒川 弘 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【講 習】 
「雪国における雪崩防災の歴史と文化」 

新潟大学名誉教授：和泉 薫 氏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【講 習】 

「新潟県の雪崩とその対策」 

NPO なだれ防災技術フォーラム 

 :新開龍三郎氏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【講 習】 
「雪崩対策としての維持管理」講師:町田建設㈱ 町田 敬氏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（９）アンケート結果 
① アンケートの回収 

     講習会参加者 68 名のうち、58 名から回収。（85％回収） 
 

② 講習会は興味のあるものであったか。（回収アンケートに対する割合。） 
  ○非常に興味深い【18 名➡３１％）】 

○やや興味深い 【38 名➡６５％）】 

     ○合計     【56 名➡９６％）】        
 

③ 今後の業務の参考となりますか。 
○大いに参考となる【19 名➡３２％）】 
○参考となる   【36 名➡６２％）】 

     ○合計      【55 名➡９５％）】      

 
④ 講習の理解度 

〇講習内容により様々であるが、所属機関、会社、業務内容により理解度は変わってくる。 
 
⑤講習時間 

      ○ちょうどよい【５１名➡８８％）】 

        
⑥内容に対する主な意見 

㋑ 講習内容について 
         ・江戸時代より雪崩の記録が残っていることに驚いた。（建設） 

・点検について、注意点についてパトロールで活用していきたい。（建設） 

・分かりやすい資料、説明でした。（建設） 

・雪崩パトロール用の点検表が欲しい。（危険度の評価 etc）（建設） 

・雪崩対策についてよく理解でき良かった。（測量・調査） 

㋺ 要 望 

・現場研修等があればなお理解が深まると思う。（県） 

・町は技術部門の外注化を検討しております。フォーラムのような機関により業 

者指導に当たっていただけるのは非常に有用と思います。これら関係が規格化す

ることを望みます。（町） 

・現場で役立つ講習会の開催を希望します。（建設） 

・阿賀町は比較的小規模な雪崩が多いことから、その有効的な対策工が聞ければ 

よかった。（測量・調査） 

・登山するので雪崩の起きやすい条件について詳しく聞きたかった。（測量・調査） 

・今後も予定していただきたい。（建設） 

・大変良かったと思います。（建設） 



 


